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資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
騰
な
ど
で
、

今
後
の
経
済
の
見
通
し
が
悪
い
中
、
昨

年
末
に
政
府
は
二
十
九
兆
円
に
及
ぶ
大

型
経
済
対
策
を
打
っ
た
。
一
方
で
、
厳

し
さ
を
増
す
安
全
保
障
環
境
に
対
応
す

る
た
め
、
防
衛
力
の
抜
本
強
化
と
財
源

確
保
案
が
公
表
さ
れ
た
。
今
後
の
経
済

の
動
向
を
ど
う
見
る
べ
き
な
の
か
。
自

民
党
中
小
企
業
政
策
調
査
会
の
役
員
も

務
め
る
党
副
幹
事
長
の
大
野
敬
太
郎
支

部
長
（
香
川
３
区
）
に
話
を
聞
い
た
。 

 

■
積
極
財
政
で
資
源
と
需
要
の
対
策 

大
野…

日
本
が
直
面
し
て
い
る
の
は
、

景
気
過
熱
イ
ン
フ
レ
で
は
な
く
資
源
高

騰
イ
ン
フ
レ
な
の
で
、
資
源
高
騰
対
策

（
産
業
の
入
口
）
と
需
要
喚
起
（
出
口
）

と
共
に
、
価
格
転
嫁
（
産
業
内
部
）
が

必
要
で
す
。
前
者
は
、
電
気
や
ガ
ス
な

ど
入
口
の
激
変
緩
和
と
と
も
に
、
食
料

安
保
や
経
済
安
保
、
防
災
や
新
産
業
創

出
な
ど
で
財
政
を
積
極
的
に
投
入
し
、

不
足
す
る
出
口
の
需
要
を
埋
め
、
賃
金

上
昇
に
繋
げ
る
こ
と
で
す
。
昨
年
の
大

型
補
正
予
算
は
十
分
な
規
模
で
し
た
。 

 ■
産
業
内
部
は
転
嫁
対
策
と
賃
上
げ 

後
者
は
、
よ
り
重
要
で
深
刻
で
す
。

経
済
好
循
環
に
は
、
適
切
な
賃
上
げ
と

価
格
転
嫁
が
必
要
で
す
。
政
府
の
基
本

的
な
役
割
は
、
低
金
利
維
持
と
需
要
創

出
に
よ
っ
て
、
現
状
の
低
失
業
率
を
維

持
し
、
賃
上
げ
可
能
な
環
境
を
創
出
す

る
こ
と
で
す
。
問
題
は
、
価
格
転
嫁
と

い
う
企
業
行
動
。
企
業
や
業
種
ご
と
に

対
応
の
濃
淡
が
あ
り
、
理
由
な
き
転
嫁

不
応
や
過
剰
転
嫁
も
巷
で
聞
き
ま
す
。

悪
質
な
場
合
は
公
表
す
る
な
ど
公
正
取

引
委
員
会
も
転
嫁
状
況
を
調
査
し
て
い

ま
す
。
転
嫁
が
進
ま
な
い
と
い
う
長
年

の
デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
が
生
ん
だ
構
造
問

題
を
解
消
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 ■
イ
ン
ボ
イ
ス
で
ど
う
な
る 

大
野…

今
年
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

が
導
入
さ
れ
ま
す
。
そ
も
そ
も
２
％
の

消
費
税
軽
減
税
率
の
た
め
に
導
入
が
決

ま
っ
た
制
度
で
す
が
、
２
％
の
た
め
に

導
入
す
る
に
は
個
人
事
業
主
へ
の
影
響

が
大
き
い
。
影
響
緩
和
策
が
講
じ
ら
れ

ま
し
た
が
、
未
だ
に
釈
然
と
し
な
い
も

の
は
あ
り
ま
す
。
た
だ
プ
ラ
ス
面
も
あ

る
。
日
本
の
構
造
的
な
課
題
の
一
つ
は

生
産
性
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル

化
の
遅
れ
が
主
要
因
で
す
。
今
後
は

徐
々
に
導
入
が
進
む
と
見
て
い
ま
す
。 

 ■
地
方
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
不
可
避 

大
野…

デ
ジ
タ
ル
化
は
地
方
の
最
大

の
課
題
で
す
。
地
方
の
直
接
の
課
題
は

人
口
減
少
で
す
が
、
人
口
が
減
る
と
い

う
こ
と
は
需
要
が
減
る
と
い
う
こ
と
。

需
要
が
減
る
の
で
、
供
給
を
合
理
化
し

な
い
と
衰
退
す
る
一
方
に
な
る
。
そ
の

た
め
空
間
か
時
間
を
合
理
化
す
る
し
か

な
い
。
空
間
で
は
例
え
ば
中
心
市
街
地

に
人
口
を
集
約
す
る
な
ど
で
す
が
政
治

的
に
は
難
し
い
。
従
っ
て
、
主
に
時
間

を
合
理
化
す
る
た
め
デ
ジ
タ
ル
を
進
め

る
し
か
な
い
。
自
治
体
に
と
っ
て
は
不

可
避
の
課
題
で
す
。 

 

■
地
方
に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
を
呼
び
込
む 

た
だ
デ
ジ
タ
ル
化
は
手
段
な
の
で
、

島嶼部にも定期的に足を運ぶ 
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 そ
れ
だ
け
で
は
価
値
は
生
み
ま
せ
ん
。

デ
ジ
タ
ル
を
伴
っ
た
社
会
課
題
解
決
事

業
に
投
資
が
集
ま
っ
た
時
に
こ
そ
威
力

を
発
揮
し
ま
す
。
既
に
各
地
で
そ
う
し

た
事
業
者
が
増
え
て
成
果
を
出
し
て
い

ま
す
し
、
投
融
資
も
激
増
し
て
い
ま
す
。

実
は
世
界
に
は
七
千
兆
円
も
の
社
会
課

題
解
決
資
金
（
Ｅ
Ｓ
Ｇ
）
が
投
資
先
を

探
し
て
い
ま
す
。
単
な
る
工
場
誘
致
で

は
な
く
、
大
手
企
業
を
介
し
て
地
方
の

社
会
課
題
解
決
事
業
者
に
世
界
の
資
金

を
還
流
さ
せ
る
べ
き
で
す
。
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
の
総
合
戦
略
が
年

末
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
地
方
創
生
を
更

に
加
速
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 ■
防
衛
力
強
化
で
国
際
秩
序
強
化
を 

大
野…

昨
年
末
に
、
外
交
防
衛
の
基

本
戦
略
文
章
で
あ
る
国
家
安
全
保
障
戦

略
が
初
め
て
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。
私
も

積
極
的
に
関
与
し
て
参
り
ま
し
た
。
防

衛
費
Ｇ
Ｄ
Ｐ
２
％
も
、
積
極
的
サ
イ
バ

ー
防
衛
も
、
反
撃
能
力
も
、
自
分
の
国

は
自
分
で
守
る
た
め
に
必
須
の
こ
と
で

す
し
、
有
志
国
を
中
心
と
し
た
国
際
社

会
が
国
際
秩
序
を
守
ろ
う
と
す
る
中
で
、

国
際
連
携
に
は
不
可
欠
な
要
素
で
す
。

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
安
全
保
障
環
境
は
厳

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
大
切
な
の

は
前
の
め
り
に
な
ら
ず
、
現
実
を
見
て

確
実
に
対
処
す
る
こ
と
で
す
。
バ
ラ
ン

ス
感
覚
を
も
っ
て
国
際
秩
序
形
成
に
万

全
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。 

■
防
衛
財
源
と
経
済
の
関
係 

大
野…

一
方
で
、
経
済
へ
の
影
響
分

析
が
何
ら
示
さ
れ
な
い
ま
ま
、
増
税
を

伴
う
財
源
案
が
示
さ
れ
た
と
き
は
、
大

き
な
違
和
感
が
あ
り
ま
し
た
。
本
来
、

予
算
拡
充
期
は
繋
ぎ
国
債
で
賄
う
べ
き

と
考
え
て
い
た
か
ら
で
す
。
た
だ
方
向

的
に
は
、
第
一
に
、
個
人
増
税
は
実
質

な
い
、
従
っ
て
消
費
へ
の
直
接
の
影
響

は
な
い
。
第
二
に
、
法
人
増
税
は
実
効

税
率
約
１
％
で
対
象
は
全
法
人
数
の
約

６
％
、
す
な
わ
ち
堅
調
な
大
手
が
中
心

の
案
で
し
た
。
実
は
法
人
税
は
、
過
去

約
十
年
で
実
効
税
率
を
約
５
％
減
税
し

て
き
ま
し
た
が
、
投
資
や
賃
金
で
は
な

く
内
部
留
保
の
積
み
増
し
に
回
っ
た
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
経
済
全
体
に
過
大
な

影
響
と
ま
で
は
言
え
ま
せ
ん
。
更
に
、

年
間
約
３
兆
円
を
超
え
る
追
加
的
な
防

衛
支
出
の
大
半
が
国
内
に
投
じ
ら
れ
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
経
済
全
体
に
は
プ

ラ
ス
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

個
社
の
企
業
経
営
で
は
賃
上
げ
が
あ
り
、

負
担
感
が
出
る
。
経
済
安
全
保
障
で
見

て
も
懸
念
は
残
る
。
本
格
議
論
は
こ
れ

か
ら
。
経
済
は
生
も
の
。
責
任
を
も
っ

て
議
論
し
て
い
き
ま
す
。 

 ■
円
安
で
国
内
回
帰
は
正
し
い
？ 

大
野…

経
済
安
全
保
障
視
点
で
、
生

活
や
経
済
に
必
須
の
産
業
は
円
安
を
機

に
国
内
回
帰
す
べ
き
と
の
指
摘
が
あ
り

ま
す
。
物
資
に
も
よ
り
ま
す
が
、
基
本

的
に
は
経
済
合
理
性
と
の
バ
ラ
ン
ス
が

必
要
で
す
。
そ
も
そ
も
国
内
回
帰
し
て

も
人
不
足
で
す
。
む
し
ろ
国
内
回
帰
も

含
め
て
リ
ス
ク
を
分
散
し
管
理
す
る
考

え
方
に
重
き
を
置
き
、
同
志
国
連
携
で

国
際
秩
序
の
安
定
化
を
図
っ
た
方
が
良

い
は
ず
で
す
。
経
済
安
保
の
本
質
は
、

自
由
貿
易
で
国
際
秩
序
は
安
定
化
す
る

と
い
う
歴
史
上
も
自
明
な
側
面
と
、
貿

易
制
限
や
災
害
な
ど
の
リ
ス
ク
に
如
何

に
対
抗
す
る
か
と
い
う
側
面
の
、
両
面

を
し
っ
か
り
と
考
え
る
こ
と
で
す
。 

 ■
子
育
て
世
代
は
将
来
不
安
を
抱
え
る 

子
育
て
世
代
に
話
を
聞
く
と
、
現
時

点
の
負
担
よ
り
将
来
不
安
の
声
の
方
が

多
い
。
不
安
払
拭
は
政
治
の
責
任
で
す
。

例
え
ば
現
金
を
直
接
給
付
し
て
も
、
子

供
を
も
う
一
人
と
考
え
る
人
は
少
な
い
。

一
時
的
な
給
付
で
は
政
策
効
果
は
薄
い
。

出
産
一
時
金
も
子
育
て
世
代
の
負
担
軽

減
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
構
造
問

題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 ■
少
子
化
対
策
は
構
造
的
解
決
が
必
要 

以
前
、
人
口
減
少
対
策
の
取
り
ま
と

め
を
命
じ
ら
れ
、
希
望
出
生
率
策
定
、

若
者
の
地
方
離
れ
対
策
の
た
め
の
大
学

や
企
業
本
社
の
地
方
移
転
促
進
、
母
親

負
担
軽
減
の
た
め
夫
婦
の
働
き
方
に
中

立
な
税
と
社
会
保
障
制
度
改
革
や
テ
レ

ワ
ー
ク
促
進
、
子
育
て
関
係
予
算
の
抜

本
拡
充
、
特
に
家
事
支
援
や
ネ
ウ
ボ
ラ

（
自
治
体
単
位
の
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
）
設
置
、
産
科
・
小
児
科

の
総
合
支
援
、
病
児
育
児
支
援
、
保
育

士
確
保
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
提
示
に
よ
る

世
代
認
証
を
通
じ
た
民
間
サ
ー
ビ
ス
優

遇
な
ど
を
提
言
し
、
実
現
し
た
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、
出
生
率
は
改
善
し
て
お

ら
ず
、
更
な
る
努
力
が
必
要
で
す
。 

 ■
サ
ブ
ス
ク
型
で
将
来
不
安
払
拭
も 

子
育
て
に
は
様
々
な
出
費
が
必
要
で

す
が
、
社
会
保
障
も
保
険
も
縦
割
り
で

突
発
的
出
費
も
あ
る
の
で
将
来
出
費
を

見
積
り
難
い
。
必
要
最
小
限
の
サ
ー
ビ

ス
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
て
定
額
拠
出
型

で
提
供
す
れ
ば
見
通
し
も
立
ち
、
突
発

的
な
出
費
も
軽
減
可
能
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。 

そ
の
他
、
将
来
不
安
払
拭
の
た
め
、

医
療
・
介
護
制
度
の
安
定
化
（
社
会
課

題
解
決
事
業
と
デ
ジ
タ
ル
化
で
一
層
の

合
理
化
な
ど
）、
ご
年
配
世
代
か
ら
現
役

世
代
へ
の
資
産
移
転
促
進
（
子
や
孫
へ

の
資
産
移
転
促
進
の
た
め
の
贈
与
税
や

相
続
税
改
正
な
ど
）、
資
産
形
成
の
更
な

る
促
進
（
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
の
抜
本
拡
充

な
ど
）
が
必
要
で
す
。 

 ■
政
治
の
信
頼
こ
そ
最
大
の
課
題 

大
野…

何
事
も
国
民
の
信
頼
が
重
要

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
襟
を
正
す
と
か

の
精
神
論
か
ら
脱
却
し
て
信
頼
さ
れ
る

仕
組
み
作
り
に
注
力
し
て
参
り
ま
す
。 

                          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

丸亀で開催された働く世代のスポーツイベントにて 

地域の党員の皆さまとは定期的な意見交換を心掛ける 

中高生との対話では大人顔負けの鋭い質問にたじたじ 

伝統の銃剣道大会。子供達には健やかに育ってほしい。 

地域への挨拶回りは政策的気づきの宝庫 

学生達との意見交換は驚きと気づきの連続 
（中央右は小倉まさのぶ現少子化担当大臣） 

時事問題や政治動向を大野独自の視点でいち早く不定
期で皆様にメールニュースとしてお届けしております。入退
会は自由で、もちろん無料です。是非お試し下さい。 

西讃地域は太宝会、中讃地域は大志会として、地域や日
本のあるべき姿をご来場いただいた皆様と共に議論する会
です。奮ってご入会ご参加ください。 

ポスター掲示や新聞配布等につき、地域でお世話頂ける
方を募集中です。また会費制の ForumK 正規会員を随時募
集中です（入会申込書有り）。詳しくは WEB か事務所まで。 


